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平成 19年 11月 22日
農林水産省

三好商事株式会社が製造・販売した「アグリクール」から農薬の有効成分
（アバメクチン）が検出されたことに伴う立入検査の実施等について

１ 今般、三好商事株式会社が製造・販売した「アグリクール」（商品名）に農薬の有効
成分アバメクチンの主成分であるアベルメクチン B1a が 0.2%含有されていることが
判明した。同社が推奨していた希釈倍率及び使用量を考慮すれば、当該資材は一定
程度の病害虫の防除効果を有すると判断でき、無登録農薬に該当する。

２ 11 月 20 日から 21 日にかけて、三好商事株式会社等への立入検査等を行った結果、
本年４月から全国的な販売は行なわれておらず、既に販売されているものについて
は自主回収が行われていたこと、４月以降も販売の要請があった得意先に対し直接
販売をしていたこと等が明らかになった。

３ 三好商事株式会社は、「アグリクール」を全て自主回収することとしているが、農林
水産省としては、本日、三好商事株式会社に対し、自主回収の状況等について報告
することを命じたところである。

４（１）また、本日、農林水産省より都道府県等に対し、
①「アグリクール」の販売者及び農業者に対し、製造者である三好商事株式会
社に返品するよう指導すること

②農作物に「アグリクール」を使用していたという事実を把握した場合には、
農林水産省農薬対策室に今月末までに報告すること

③農業者に対し無登録農薬を使用しないよう注意喚起を行うこと
を内容とする通知（別紙３）を発出した。

（２）これと併せ、無登録農薬と疑われる資材に係る監視体制の強化を図るため、農
薬の製造者・販売者等への指導を適切に行う取扱手順等を内容とする通知を本
日発出する予定。

５ 農林水産省としては、立入検査の結果及び多くの国で安全性や農産物への残留等に
ついて評価の上、アバメクチンを殺虫・殺ダニ剤として農薬登録していること、三
好商事株式会社や販売者が推奨していた使用方法に従って使用していれば食品衛生
法の残留基準値を超過して残留するとは思われないこと等を総合的に勘案して、今
回の件は国民の健康に大きな影響を与えるものではないと考えている。
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参考資料

１ 経緯
（１）農林水産省は、これまで登録された農薬の適正使用を推進するとともに、無登録

農薬の販売や使用が確認された場合には取り締まるとの基本的な考え方に基づき
対応してきた。
「アグリクール」については、農薬の有効成分の混入が疑われるとの情報があっ

たことから、昨年販売されていた当該資材を本年 10月に入手し、その４検体につ
いて独立行政法人農林水産消費安全技術センター農薬検査部が分析を行った。

（２）11 月 20 日、独立行政法人農林水産消費安全技術センター農薬検査部から以下の
とおり分析結果が報告されたことを受け、11 月 20 日から 21 日にかけて、当該資
材の製造元である三好商事株式会社等への立入検査等を行った。

２ 分析結果
（１）農薬の有効成分であるアバメクチンの主成分のアベルメクチン B1a が、分析した

４検体の全てから 0.2%検出された。

（２）このアバメクチンの含有濃度並びに三好商事株式会社が推奨していた希釈倍率
（1000倍）及び使用量（10アール当たり 200リットル）を考慮すると、当該資材
は一定程度の病害虫の防除効果を有すると判断でき、無登録農薬に該当する。

３ 立入検査結果
（１）「アグリクール」は平成９年に製造が開始され、本年３月以降は製造されていない

（平成 16年６月以降の出荷量は下表のとおり）。

（２）「アグリクール」は、総販売代理店を通じてその８～９割が全国向けに出荷されて
いたが、本年４月以降、販売はされておらず、当該代理店を通じて自主回収中。
その他、要望のあった者に対する直接販売あり。

（３）「アグリクール」にアバメクチンが混入した原因は現在のところ調査中。

（４）直接販売されていたものも含めて、当該資材は全て自主回収される予定。農林水
産省は、三好商事株式会社等に対し、自主回収の状況等について報告することを命
令。

４ 分析結果等に対する評価
今回の件は、以下の点から国民の健康に大きな影響を与えるものではないと考えて

いる。
（１）アバメクチンは、米、加、英、仏等多くの国で安全性や農産物への残留等につい

て評価の上、殺虫・殺ダニ剤として登録されており、国際的なリスク評価機関が
１日摂取許容量（ＡＤＩ）を設定済みであること。

（２）三好商事株式会社や販売者が推奨していた使用方法に従って使用していれば食品
衛生法の基準値を超過して残留するとは思われないこと。

（３）３に示す立入検査の結果によれば、本年３月以降は当該資材は製造されておらず、
現時点では、当該資材を使用した農産物が広く流通しているとは考えにくいこと。



表：三好商事株式会社のアグリクールの出荷量

サイズ 本（缶）数

100ｍℓ 15,060本

500ｍℓ 27,351本

20 ℓ 461缶

10 ℓ 53缶
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